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鉄道総研の技術遺産
鉄道総研が所蔵する技術遺産

た。那波はのちに京都帝国大学教授，
鉄道院大臣官房研究所長（鉄道総研の
前身）となり，日本の橋梁技術の発展
に貢献しました。
　島安次郎は，客車に色違いの等級帯
を採用したり，電灯やガス灯による室
内照明，真空ブレーキを導入するなど，
さまざまな試みに挑戦し，関西鉄道を
ライバルである官設の東海道本線に対
抗し得る鉄道会社へと成長させました。
また，白石と那波は，日本の鉄道が
将来広軌を採用しても支障しないよう
に，柘植以西のトンネルをドイツの建
築限界に準じた広軌の断面で設計しま
した。関西鉄道における広軌鉄道への
準備は，のちの広軌改築計画の布石の
ひとつとなり，官設鉄道へ移った島安
次郎によって継承されました。

 ▊関西鉄道の機関車
　島安次郎の遺品は，子息の島秀雄の
資料とともに鉄道総研に寄贈され，図
書室で保管されています。この中には，

（明治40）年に国に買収されたため，
現在では存在しませんが，今のJRの
関西本線や草津線などの前身となった
私設鉄道です。関西鉄道は1888（明治
21）年に設立され，翌年までに草津～
柘
つ げ

植～四日市間を開業させました。は
じめは，草津で東海道本線から分岐し
ていましたが，しだいに線路を東へ伸
ばし，1896（明治29）年には桑名を経
由して名古屋までが開通し，1898（明
治31）年には加茂～新木津間が開業し
ました。関西鉄道は，さらに浪速鉄道
を吸収し，1900（明治30）年には湊町
～奈良間を結んでいた大阪鉄道を合併
して，名古屋－大阪間を結ぶ幹線鉄道
を完成させました。
　関西鉄道の建設は帝国大学工科大学
教授であった白石直治に委嘱され（白
石はのちに関西鉄道社長），技師長に
は土木技術者の井上徳次郎が就任しま
した。島安次郎は，汽車課長として車
両と運転を担当したほか，ほぼ同時期
には那

な わ

波光雄が建築課長に就任しまし

島安次郎と関西鉄道

 ▊島安次郎と鉄道
　島安次郎の名は，国産標準型蒸気機
関車の開発に功績のあった鉄道技術者
として，また東海道新幹線の実現に貢
献した島秀雄の実父として語り継がれ
ています。島安次郎は，1870（明治3）
年に現在の和歌山市で生まれ，1894
（明治27）年に帝国大学工科大学機械
工学科を卒業しました。卒業と同時に
関
かんせい

西鉄道に入社し，1年後に汽車課長
心得となり，さらに参宮鉄道顧問技師
を兼職しましたが，1901（明治34）年
に退職して逓信省に入り，のちに鉄道
院運輸部工作課長となって蒸気機関車
の国産化に取り組みました。そして，
貨物用の標準型機関車として1913（大
正2）年に9600形，旅客用の標準型機
関車として翌年に8620形を完成させ
ました。また，後藤新平総裁のもとで
広軌改築計画を推進しましたが実現せ
ず，鉄道院工作局長，技監などを歴任
したのち，1919（大正8）年に南満洲
鉄道理事となり，1946（昭和21）年に
逝去しました。

 ▊関西鉄道と広軌鉄道
　関西鉄道という鉄道会社は，1907
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①島安次郎（1870～1946）
　（所蔵：鉄道総研島文庫）

②関西鉄道営業広告
　競合路線であった官設の東海道本線を
意識しており，運賃割引や近道である
ことが強調されている。（所蔵：鉄道
総研図書室）
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関西鉄道に関係した写真が何点か含ま
れ，島がこの鉄道と深く関わっていた
ことを今に伝えています。
　写真③は，関西鉄道の23形蒸気機
関車（のち国有鉄道7650形）の完成写
真で，島安次郎の入社直後にアメリカ
から3両が輸入され，勾配区間で用い
られました。この機関車は「鬼

お に か げ

鹿毛」（戦
国時代の名馬にちなんだ名称）という
名称で呼ばれましたが，関西鉄道の蒸
気機関車は，形式ごとにそれぞれ「池
月」「磨

するすみ

墨」「春日」などの和名が付与
されていました。写真④は，アメリカ
製の関西鉄道40形蒸気機関車（のち国
有鉄道6500形）で，直径5フィート2
インチ（1575mm）の動輪径（当時の最
大径）を採用し，日本では珍しい2気
筒コンパウンド方式を用いるなど，高
速性能を重視した設計で，もっぱら名
古屋－亀山間の平坦線で使用されてい

たと伝えられます。写真⑤は，関西鉄
道の写真ではなく，関西鉄道と同じ私
設鉄道であった九州鉄道が1907（明治
40）年に国有化された際の写真で，関
西鉄道で島安次郎とも縁が深かった白
石直治の姿がありますが，島はすでに
帝国鉄道庁に移籍しており，「官」の
立場で列席していました。
　関西鉄道の写真は，那波光雄が教授
職を務めていた京都大学工学部の図書
室にも所蔵されており，いくつかは島
安次郎の旧蔵写真と重なるので，工事
の完成などを記念してその都度，関係
者に配布されていたことが想像されま
す。写真はすでにセピア色に変色して
いますが，大判の写真乾板を使用して
専門の写真師が撮影していたので，細
かいディテールなども鮮明に撮影され
ており，貴重な歴史の記録となってい
ます。
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　関西鉄道を継承した関西本線は，現
在も名阪間を結ぶ最短距離の路線です
が，東海道本線との熾烈な競争が災い
したためか，その後は改良工事や近代
化からも取り残され，名古屋と大阪の
周辺は電化されて，それぞれ近郊区間
の路線として機能しているものの，山
岳部は単線・非電化のままです。しか
し，関西鉄道時代に建設された橋梁や
広軌断面のトンネルはほぼ原型をとど
めたまま使用され続けており，明治時
代から継承された貴重な鉄道遺産とし
て，島安次郎たちが活躍した時代の関
西鉄道の心意気を今日に伝えています。
（小野田滋／情報管理部　担当部長）

③新製時の関西鉄道23形蒸気機関車「鬼鹿毛」
　明治30年にアメリカのブルックス社で製造された機関車で，
炭水車に「KANSEI T.K.」（関西鉄道会社）の文字が描かれ，「3」
は工場出場時の仮番号を示している。（所蔵：鉄道総研島文庫）

④関西鉄道40形蒸気機関車「早風」の牽引する関西鉄道の列車
明治31年に高速用機関車としてアメリカのピッツバーグ社
で製造された40形で，当時の日本の鉄道では最大径の動輪
を備えた。後方には，建築家・長野宇平治の設計による愛知
停車場が聳える（関西鉄道の名古屋駅）。（所蔵：鉄道総研島
文庫）

⑤九州鉄道国有化記念写真
　関西鉄道などとともに，1907（明治40）年に国有化された九
州鉄道の国有化記念写真で，前列向かって右2番目から島安次
郎（帝国鉄道庁技師），仙石貢（九州鉄道社長），平井晴二郎（帝国
鉄道庁総裁）で，島の後ろ（2列目）が白石直治（九州鉄道取締役
／元関西鉄道社長）。背景は，九州鉄道本社の建物（現在の九州
鉄道記念館）。（所蔵：鉄道総研島文庫）


